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本絡的な夏を迎えつつある今日この頃、市内追跡の調査件数はJ曽え続け、担当者全

員フル線倒、灼熱の太陽のもと、ねじり鉢巻きで焼土と持関しております。それでは

市内i立跡調査の動向からお伝えしていきます。
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☆発掘調査だより☆

く調査終了＞

1，渉塗週跡

調査地．守山市伊勢町上阿ノ図

調査期間．4月20日～6月4日

調査面積．2000㎡

調査実施の理由．民間による宅地造成の事前調査

調査概要．

現地の調査は6月4日ですべて終了しました。2箇所に分かれた調査区のうちのひ

とつは、前号でお知らせしましたので、その後に調査した残りの調査区トレンチー2

についてお伝えします。ここでもトレンチー1と同機に溝、土城、柱穴の遺溝を検出

しました。幅1,5m，深さ1,5mの溝－1は断面がvの字になっており南西壁から北東

に向かってのび、調査区の中程で溝－2によって切られています。逓物は古墳時代前
じゅう暦ん

期の土器が出土しています。満－2は幅8mもある大満で、調査区を縦断するように

走っており、この溝の上に重なる溝－3がありますが平面の検出ではわからず、溝一

2の断面で確認することがてきました。

澱のうち2基は円形で､うち'基は割竹を枠にした井戸跡でした｡ただこの井戸

も約20craでおわっており、地面から測っても約1mという浅さから果たして井戸とし

ての機能をしていたかは疑問です｡遺物は鵜がわずかにみつかり､江戸時代と考え
られます｡このほか縦と思っていた黄褐色粘土に､縦や漢が混じっていることが
見受けられましたが、遺榊としては明確に捉えられませんでした。

まとめ．

今回検出した週櫛は、さほど密度の温いものではありませんでしたが、古墳時代前

期と鎌倉時代の溝、江戸時代の井戸をみつけることがみつかりました。しかし、調査

地の北側で実施した確認調査では週構がみつかっていないことからすると、今回の調

区が週跡の髄にあたるのではないかと思われます。
（畑木）
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2，赤目遍跡
0，ト’

調査地．守山市勝部町下赤目
i』！，

‘．．‘！：、

調査期間．6月19日～6月21日

調査而澗．150㎡
､、。。i，f，‘‘

調査実施の理由．事務所建築に伴う調査

調査概要．
．：． 、’1！‐』

地面より約1m掘り下げたところから、溝1条を検出しました。この溝は調査区の
-．－，1

‘かくらん‐’’.《｡．?.;：’

端で見つかり、また一部撹乱を受けていたため規模等はわかりませんが深さIま約SOran
一すえ‘倉はじg

を測ります。週物は奈良時代の須恵器、土師器がみつかって.います。溝からわずかに

離れたところより、大きく落ち込んでおり､後世の溌蔀をうけています。
まとめ．

：：『ii…

赤目避跡は‘確認調査によって新たに見つかった遺跡です。本調査では、溝1条の
1典’．I

検出という結果でしたが、この満は区域外へ延びていることから、逓跡はさらに周辺

へ広がることが予想されます。

（畑本）

＜調査'h》､。

3，皆茸請遮跡矧別八

調査地．：守山市勝部町字火屋西外§‐

調査期間.6月28日～7月4日予定

調査面積．200㎡」』

調査実施の理由．社員寮建設に伴う調査

調査概要．

確認調査では、巾諦地の南側付近で逓構がみつかり,､この部分について調査を実施
．．；，

しました。その結果、調査地はこれまでの吉身南週跡の範囲外にありますが、確認調

査によって週術、週物がみつかったことから、この地まで吉身南週跡が広がっていた

ことがわかりました。帳‘
一一(畑本）
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4，経田通跡

調査地．守Ill市今宿町字経田
，；‐‘，“，‘

調査期間．6月6日～8月3旧予定

調査面碩2900nf

調査実施の理111． 民間による宅地造成の耶前調査
．1 ‘；.’‘；『'

調査概要．．

開発区域の北半を調査しており、弥生時代終わり頃から古嫡時代初めと考えられる
皿9吋､､し令こう砥みぞじゎい、、

方形周溝墓、満状週描がみつかっています。方形周溝墓は一辺約8mで比較的'1,型の
A雷；~

部顛で、南側の半分が検出されていて三辺が途切れています。
．!､里｡.；ii‘

（山崎）
．ご

‐･●F了でら↓

5，華須寺週跡

調査地．守Ill市吉身5丁目99箭地

調査期間．5月18日～7月3旧予定
；l

調血面欄2400iri

調査実施の理由． 営業川倉庫建設に伴う調査

調査概要．

本調査では現在までのところ10～11世紀初めにかけての伽立住建物、満、土脳

がみつかっています。柱穴は調査地南側に集rl,していて、:建物の建て替えが何度も行

オ〕れていたことがわかります．建物には堀方の大きさが1mを超えるものもあり、か
‘らゆう伽つ，4．‘はじ色すえ色心いゆうとう屯りぶくわ

なり大型の建物もあります｡遺物は､柱穴や溝から土師器、須恵器、灰軸陶器、緑fljl
うとう急

陶器が出土しています。

…(宮下）
．．‘，；1．

かねが､,リUがし

6．金森東遺跡

調蛮地ざJ－Fi凸固守'肺金諜町宇束町訓十i肥：‘“

:調査期間.皿記iい"6月11p巷8月15日予定ぷ江･い;

調査面横：2000㎡

調査実施の理由． 都市計画街路古高一川田腺道路改良工耶に伴う調査

A



調査概要．

守山高校の西側で試掘調査を行い、古噛時代~平安時代の満跡､住穴を険出しまし

た。木調査は、6月11日から着手し､Ill柿団地の南端から表土の除去し、週描の確
認を行なっています。

（えいい

現在までに土城､満状週僻がみつかっていて、鋭慰検出に努めています。週描は古
城時代前期と思われます。

（山崎）
しQ"なが

7，下長週跡

調査地．守山市古高町字北八璽外

調査期間．平成2年4月～9月30日予定

調査面積．約2400On*

調査実施の理山．工場建設に先立つ馴前調査

調査概要．

平成元年度に引き続き実施していて､昨年虞と同徴に清瀧と集落跡を調査してい
ます｡旧河道については現在のところ小面槻を猿罰したのにすぎませんが､縄文時代

晩期、弥生時代、古噴時代の迦物が多数出土していす。とくに古墳時代の土師器、木

製品が大多数を占めこの当時の集落が大規模なものであったごとが再認識できます。

集落跡は弥生時代"期､古墳時代の2時期がみつかっています。瀞弥生時代中期の鯉
．‘之A錘、・・

落は竪穴住居と掘立柱建物〈土城等が散在する状態です｡竪穴住居は窪約8mと大型

で､円形というより多角形の平面形状をして､8穴の差激甚中央に識が職から
訂.i

みつかっています。。－方古域時代11ﾘMの桑落眺より旧河道帝りに位漣し'､溌度も
、ざ‘‘‘．§，

高く、竪穴住居4棟、土鵬､満｡漉か､今回初めて井戸跡もみつかりました｡・旧河
らようふく ．《ゞ毎睡､鱈：=”ょごミル：‐′
道に亜榎する位瞳に掘られていて、四刑に側板を並べ横桟で固定する柵造で、一辺約

‘.､：1,...-

1,2m．深さは1,4m程度をはかります。旧河道と井戸が璽幽していることは、古堀時
・い（い，L

代にムラが営まれていたときには､軌でに旧河道の埋没し終えていたと考えることが
'‘3,’、.．,(↑、.‘！1.'0･

できます。，‘殉Iテ，：一
まとめ．
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下長遺跡の調査地には、中央の旧河道の左岸に弥生後期～古墳時代前期のムラが、
うがん

そして右岸には縄文晩期、弥生中期、古墳中期のそれぞれのムラが営まれました。

今年度の調査によって、右岸の古墳時代中期のムラが左岸に形成された弥生～古墳
ひって過

時代の大集落に匹敵するほどの規模であることが次第に明らかになってきています。

60｡

＜調査開始＞
こみかど

8，小御門遺跡

・調査地．

調査期間．

調査面積．

守ill市川田町字小御門

7月20日～11月20日予定

1870m

6

下長巡跡ﾘカ

（岩崎）

;生時代'h期の

多角形住居

111央に｢【’

周朋8穴

る

形の上j膿があり

に主柱穴跡があ

下長遺跡で検出した1^戸

で、内からは古墳時代前

miの喪形土器が出土した。



調査実施の理由．都市計画街路古高一川田線道路改良工事に伴う調査

調査概要．
うむ

小御門遺跡は実施理由のとおり、道路改良が行なわれるのに際し、週跡の有無につ

いて6月24日に確認調査を実施しました。結果は計画地全域にわたって、2層の遺榊

と古墳時代から近世までの遺物が見つかり、これまで遺跡外であったこの地にも遺跡
こあざ

が所在することがわかり、小字名をとって逓跡名を名づけました。市内で127番め

の週跡になります。今回の調査はこの確認調査により、幅11m、長さ170mにわたっ

て全面発掘を実施します。

（畑木）

9，着等遺跡

調査地．守山市播磨田町地先

調査期間．7月2日～平成3年2月28日予定

調査面澗．12000㎡

調査実施の理由．土地区画整理事業に伴う調査

調査概要．

今回の調査予定地は下之郷週跡との隣接地にあたり、同遺跡の規模や広がりについ
唾う1仇､しゅうこ

て、新たな知見を加えることが期待されます。昨年度発見された酒寺遺跡の方形周満
うぽしものごう倉0･そう

墓群から出土した土器は、下之郷遺跡の週物と年代がほぼ一致しており、埋弊された

人々は下之郷遺跡に住んでいたのではないかと思われます。調査については進み次第

報告したいと思います。

（伴野）
いせ

10,伊勢通跡

調査地．守山市伊勢町字東浦

調査期間．7月20日～8月30日予定

調査面積．500㎡

調査実施の理由． 倉庫建設に伴う調査

調査概要．

一
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これまで平面検出の作業わ行なっている段階ですが､既に方形の竪穴住居が3棟，、や‐、i．．．、‐

2間X2間で束柱を持つ掘立柱建物が1棟検出されています。表面採集の土器から見
て､弥生時代後期と考えられますも調査は約,力月間の予定で行ないますので､現地
へ気軽に御見学にきてください，｡

（伴野）
かねがもり‐

11，金森遺跡

調査地．守山市金森町
，i

調査期間．8月20日～9月30日予定

調査面積．500㎡

調査実施の理由．都市計画街路古高一川田線道路改良工事に伴う調査
調査概要．

かねがもりひがし

今回の調査は､現在行なっている地点(3，:金森東遺跡）から約200m南の金森
しろのした；

遺跡にもかかっており、城ノ下団地の北端で調査を実施する予定です。なお、ここか

らは弥生時代～古墳時代の溝が見つかっており、成果が期待されます。
。．』．

（山崎）

☆特別展終了☆

去る4月29日から5月13日まで「平成元年度調査速報展」と題して開催しました特

別展は、約900人の見学者がみえられ､好評のうちに終了しました。期間中は親子
、‐'た士

づれや小学生の校外学習として来館者が絶えませんでした。今回は元年度中に実施し

た33遺跡のうち良好な遺構や遺物がみつかった14遺跡を取り上げて展示したわけ

ですが、このなかで下長遺跡から出土した数多くの木製品に関心が寄せられれていま

した。次回の特別展は、11月末～12月にかけて、市民ホールにて開催を予定して
おります。詳細は11月号でお知らせいたします．

-‘；

【後記】乙貞を編集するかたわら以前の既刊乙貞を併読しています。乙貞も

今号ですでに51号、紙面に綴られた調査速報は各所で展開された遺跡調査の切迫した

した状況を今に伝えまた文化財サイドからの主義、主張を盛り込んだ特集，エッセ｜
‘ノ

イは､人をして共感をさそいます｡これからも以前に負けない乙貞創りを心がけます’
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